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【３学期始業式 校長の話】   仕事や勉強の主人公に 

 
元気に満ちたみなさんの声がこの府中中央小学校にもどってきました。 

新年を迎え、心新たにがんばろうという気持ちがみなさんの姿勢から伝わっ 

てきます。このようにものごとがスタートをする前に構えをつくることはとて 

も大切なことです。 

今日は、私からみなさんにお願いしたいことについてお話します。 

ここ府中中央小学校の正門前の道路は、いろんな方の通学・通勤の道です。私も毎朝、正門前に立

っていますから、だいたい顔見知りになってきます。今日は、そんな方々のうちの一人、ある女子高

校生のお話をします。その女子高校生は、いつも自転車に乗り、私の前を通り過ぎる時、こくんと頭

を下げ、微笑んでくれる子です。 

ある風の強い日、いつものように私が正門に立っていると、斜向かいにあるごみステーションに置

いてあったごみの入った袋が、風の力でころころと道路の真ん中に飛んできました。「あら、道の真

ん中にごみ袋があると通行の妨げになって危ないな」と思い、拾いに行こうとしたその時、いつもの

女子高校生が自転車で向こうからやってきました。すると、その人は突然自転車を止め、ひらりと自

転車から降り、道路にあったゴミ袋をさっと拾って、ごみステーションまで運んでくれたのです。そ

の後、再び自転車に乗り、何事も無かったかのように、いつもの通り会釈をして通り過ぎていきまし

た。女子高校生がやってきて、ごみを拾って去っていくまで、時間にしてトータル１分くらいの出来

事だったでしょうか。 

私は、人間の本当の美しさとは、このようなふるまいをいうではないかと心が揺さぶられました。

私にとってこの１分間の出来事は、美しい生き方の手本として頭に焼き付いています。暮らしに心を

行き届かせるその人は、きっと人間に対しても心を行き届かせ、一人一人の人間に温かい心づかいを

しているのではないか…と頭を巡らせています。 

女子高校生は目の前にあるごみ袋をそのままにしておけなかったのでしょう。 

みなさんが、もしこのような場面に出会ったら、どう行動するでしょうか。 

女子高校生は、なぜ自分が捨てたのではない他人のゴミを拾ってくれたのでしょうか。 

その人に聞いてみたことはありませんが、おそらく「だって、自分が毎日通っている道だもの」

「だって、自分が暮らしている町だもの」そう答えるのではないでしょうか。 

学校内にゴミが落ちているのを目にした時、「だって、自分たちの学校だもの」というような思い

でごみを拾うことができるでしょうか。 

係の仕事や委員会の仕事も、「だって、自分の仕事だもの」という気持ちで進んで取り組めている

でしょうか。 

勉強も、「だって、自分の勉強だもの」という気持ちで向き合っているでしょうか。 

今年、みなさんにお願いしたいことは、「だって、自分の学校だもの、自分の勉強だもの」という

思いで取り組む仕事や勉強の主人公になってほしいということです。 

 さあ、令和８年のスタートです。今年一年どんな年にしますか。どんな自分になりたいですか。 

 自分を育てるのは自分です。自分を動かすのも自分です。友達や先生、クラスや学年の仲間の力を

借りながら、なりたい自分に向かって伸びていくみなさんの姿を楽しみにしています。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【児童代表の言葉】 「三学期に向けて」                        ４年 代表児童 

私は、三学期に向けてがんばりたいことがあります。それは、あいさつです。四年生の始めの

ころは、きんちょうして、同じクラスになった友達と話すことができませんでした。 

そんな時、友達との会話をきっかけに、面白そうで話してみたいなと思う人がいました。で

も、 

「無視されたらどうしよう、いつ声をかけたらいいのかな。」 

と不安な気持ちもありました。どうしたら仲良くなれるのだろうと考えて、私は「まずは、あい

さつから始めてみよう。」と決めました。 

最初は声が小さくて、「今の聞こえたかな？」と自分でも心配になることがありました。あい

さつをしても、返ってこない日があって、少し元気がなくなりそうな時もありました。それで

も、勇気を出して、毎日あいさつを続けました。 

すると、少しずつ話すことが増え、いつの間にか自然に話せるようになっていました。今で

は、とても仲のよい友達です。 

また、ほかの友達にもあいさつをしていると、向こうから声をかけてくれることも増えまし

た。「あいさつは、人と人をつなぐ大切な言葉なんだな。」と思いました。 

小さいころは、当たり前にできていたあいさつも、だんだんはずかしくなって、少なくなって

いたことに気付きました。でも二学期、あいさつを続けたことで、「自分の気持ちを相手に伝え

ること」の大切さを学びました。あいさつをがんばったことで、友達との仲が深まり、自分に自

信もつきました。 

三学期も、あいさつを大切にして、勉強や係の仕事でも、自分から進んで行動したいです。こ

れからも、勇気を出して新しいことにちょうせんしていきます。 

熱く燃えたＣＳミュージックフェア♬ 
1２月 22 日（月）の昼休憩に、CS サポーターさんによる 

「ミュージックフェア」が開催されました。今年度は、中央小 

卒業生のドラマーや、地域の皆さんによるハーモニカやフルー 

トやヴァイオリンの演奏もありました。昼休憩になると、子ど 

もたちだけでなく保護者や地域の皆さんもたくさん体育館に集まってきました。「恋人たちのク

リスマス」や「きよしこの夜」などのクリスマスソング等の歌や合奏があり、６年生の有志の子

どもたちがサポーターさんの傍で演奏に合わせてリコーダー演奏をしたり踊ったりと場を盛り上

げてくれました。集まった子どもたちも演奏に合わせて手拍子をしたり、踊ったりして盛り上が

り、体育館が一体となって楽しみました。フェアの後は、「楽しかった。」「また来年もやっても

らいたい。」という声があちらこちらで聞かれました。子どもたちも教職員も保護者も地域の皆

さんも楽しいひとときを過ごすことができました。 

「きよしこの夜」 

６年生リコーダー演奏 

６年生ダンス隊による 

ダンス披露 

会場全体が一体となって

大盛り上がり‼ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

府中中央小学校にサプライズのサンタクロースが現れる！ 

 12 月 23 日（月）の給食は、クリスマスデザートでした。中央小学校にサプライズとして、

サンタクロースとトナカイが現れ、子どもたちに一足早いクリスマスケーキのプレゼントがあ

りました。廊下から聞こえてくる鈴の音に、「自分たちのクラスには、いつ来てくれるのかな

ぁ。」と目をキラキラと輝かせたり、そわそわと教室の窓から顔を覗かせたりと、サンタクロー

スたちの来訪を待ちわび、美味しいケーキにも大喜びでした。サンタクロースやトナカイは、

読み聞かせグループ「Sweet」の皆さんが協力して変装してくださいました。このように、地

域の皆様に支えられて貴重な体験ができるのは、幸せなことです。 

とんど祭り～地域みんなで創り上げる伝統行事～ 
 １月 11 日（日）に、コミュニティ・スクール主催のとんど祭りが本 

校のグラウンドで行われました。10 月末から町内会長さん・PTA 役員 

さん・CS サポーターさん達と打ち合わせを始め、12 月には竹の切り 

出しやふるまいの準備を行いました。当日のとんどの櫓作りから 

灰の片付けに至るまで、町内会や保護者、中学生・高校生の学生 

ボランティア等、たくさんの方々にご協力をいただきました。こ 

の日に至るまでに、子どもたちの喜ぶ顔を想像しながら、たくさ 

んの方々と協力しながらに１つの行事を創り上げる喜びを感じま 

した。今年は、浜田二丁目町内会さんによる餅つきもあり、正月 

の行事を感じられるものとなりました。 

12 時 40 分から神事が執り行われ、今年一年の無病息災が祈 

願されました。その後、年男や年女によって点火され、皆さんが見守る中、大きな炎が空高く上が

り、とんどが燃えていきました。地域にこのような伝統行事があり、それを経験できることは素晴

らしいことです。今後も子どもたちが伝統を引き継ぎ、地域に誇りと愛着をもってほしいです。 

今年もよろしくお願いします～気持ちのよい新年を迎えて～ 

 新年の始まりに合わせて、正門前と職員玄関横に、大きな門松が設置されま

した。この立派な門松は、２年生児童のお祖父様が、12 月 26 日の午後、約

2 時間かけて作ってくださいました。始業式に登校した子どもたちは、普段見

ることのない大きな門松に驚いていました。また、児童 

玄関には本校教員による子どもたちを迎えるメッセージ 

を掲示しました。今年もみんなが元気に楽しく学校生活 

を送ることができますように…。 

 

Merry 
Christmas! 

いい子にしていたかな？ ジングルベル 
  ジングルベル♬ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

横断幕がリニューアルしました‼ 
 正門から入って校舎を見上げた際に、「Bee Happy！」の 

横断幕が掲げてあるのをご存じでしょうか。これは、本校創立 

50 周年記念のテーマに合わせて、当時の PTA の皆さんが作成 

されたものでした。２つめの「e」が強調されているのは、 

emotional（感動的に）、entertain（楽しませる）、excellent 

（優れた）、easy（気楽に）等、様々な意味が込められています。 

Happy には、府中中央小学校の校歌の歌詞「毎日 楽しい 幸多い」の 

とおり、子どもたちに楽しい学校生活を送ってもらいたいという願い 

が込められています。 

 今年度の被爆 80 周年記念事業と合わせ、６年生の総合的な学習の 

時間の学びから、保護者や地域に平和の尊さをつないでいくために、 

「平和だから楽しめる！」との思いを込めて横断幕をリニューアルしました。来校の際には、是

非、正門から見上げていただき、願いのこもった横断幕をご覧ください。 

 

広島市出身の児童文学作家鈴木三重吉にちなみ、中国地方の小中学生を対象に作文と詩を募
り、応募総数 5464 点（作文 2847 点・詩 2617 点）のうち、本校から４年生児童の作文
が優秀賞を受賞ました。初めて電車に乗り合わせた障害のある人に対して自分が抱いた思いを
素直に表現している作品です。 

三
文
字
の
重
み 

四
年 

○
○ 

○
○ 

「
ど
う
ぞ
。」 

今
年
の
夏
、
わ
た
し
は
、
た
っ
た
三
文
字
な
の

に
こ
の
言
葉
の
も
つ
重
み
を
知
っ
た
。 

八
月
十
三
日
、
わ
た
し
は
家
族
と
地
下
鉄
に
乗

っ
て
い
た
。
そ
の
日
は
満
員
で
、
わ
た
し
達
は
立

っ
た
ま
ま
電
車
に
ゆ
ら
れ
て
い
た
。
駅
に
止
ま
る

た
び
に
人
が
出
た
り
入
っ
た
り
し
て
、
次
第
に
多

く
な
っ
て
い
っ
た
。 

そ
の
時
、
わ
た
し
の
と
な
り
に
一
人
の
男
の
人

が
立
っ
た
。
そ
の
人
は
、
黒
の
長
ズ
ボ
ン
に
半
そ

で
の
灰
色
シ
ャ
ツ
を
着
た
五
十
代
ぐ
ら
い
の
人
。 

そ
し
て
、
持
っ
て
い
る
黒
色
の
カ
バ
ン
に
は
、

病
院
の
マ
ー
ク
と
赤
色
の
ハ
ー
ト
マ
ー
ク
が
あ

っ
た
の
だ
。
わ
た
し
は
、
す
ぐ
に
、
障
害
の
あ
る

人
だ
と
思
っ
た
。
学
校
で
は
、
車
い
す
の
体
験
を

し
た
り
調
べ
た
り
し
て
学
習
し
て
き
た
が
、
ヘ
ル

プ
マ
ー
ク
を
付
け
た
人
に
会
っ
た
の
は
初
め
て

だ
っ
た
。 

わ
た
し
は
、
す
ぐ
に
席
を
ゆ
ず
ろ
う
と
思
っ
た

が
、
わ
た
し
も
立
っ
て
い
る
の
で
、
席
を
ゆ
ず
れ

な
い
。
席
に
す
わ
っ
て
い
る
人
が
ゆ
ず
る
の
か
と

思
っ
た
が
、
だ
れ
も
席
を
ゆ
ず
ろ
う
と
し
な
い
。

わ
た
し
は
、
急
に
不
安
に
な
っ
て
き
た
。
も
し
、

こ
の
人
が
急
に
た
お
れ
た
ら
…
。
も
し
、
こ
の
ま

ま
だ
れ
も
席
を
ゆ
ず
ら
な
か
っ
た
ら
…
。
考
え
れ

ば
考
え
る
ほ
ど
、
不
安
に
な
っ
て
く
る
。 

で
も
、
わ
た
し
は
、
ふ
と
気
付
い
た
。
も
し
か

し
た
ら
、
み
ん
な
気
付
い
て
い
る
の
か
も
し
れ
な

い
。
み
ん
な
も
わ
た
し
と
同
じ
よ
う
に
、「
ど
う 

ぞ
。
」
の
三
文
字
が
言
え
ず
に
、
不
安
な
気
持
ち

に
な
っ
て
い
る
の
か
も
知
れ
な
い
と
。 

 

わ
た
し
だ
っ
て
、
席
に
す
わ
っ
て
い
て
、
本
当

に
「
ど
う
ぞ
。
」
と
言
っ
て
、
席
を
ゆ
ず
れ
た
の

だ
ろ
う
か
。
み
ん
な
と
同
じ
で
、
席
を
ゆ
ず
れ
な

い
ま
ま
な
の
で
は
な
い
か
。 

 

す
る
と
、
次
の
駅
に
着
き
、
人
が
さ
ら
に
多
く

な
り
、
わ
た
し
と
そ
の
人
の
き
ょ
り
が
、
少
し
遠

の
い
た
。
内
心
、
ほ
っ
と
し
た
。 

 

で
も
、
ま
だ
、
人
と
人
の
す
き
間
か
ら
、
そ
の

人
の
姿
が
見
え
た
。
ま
だ
、
そ
の
人
は
立
っ
た
ま

ま
。
だ
れ
も
、
席
を
ゆ
ず
っ
て
い
な
い
の
だ
。 

 

わ
た
し
は
、
苦
し
さ
と
く
や
し
さ
で
胸
が
い
っ

ぱ
い
に
な
っ
た
。 

 

そ
の
ま
ま
、
電
車
は
終
点
ま
で
進
ん
で
い
く
。

い
つ
の
間
に
か
、
わ
た
し
と
そ
の
人
の
間
に
い
た

人
は
い
な
く
な
り
、
そ
の
人
と
の
き
ょ
り
も
元
に

も
ど
っ
た
。
そ
の
人
は
、
手
す
り
に
も
た
れ
か
か

っ
て
い
る
。
あ
い
か
わ
ら
ず
、
だ
れ
も
声
を
か
け

る
人
は
い
な
い
。 

「
が
ん
ば
っ
て
く
だ
さ
い
。
も
う
少
し
で
す
。」 

 

わ
た
し
は
、
心
の
中
で
必
死
に
応
援
す
る
。
応

援
す
る
以
外
に
、
わ
た
し
に
で
き
る
こ
と
が
な
い

か
ら
だ
。 

 

と
う
と
う
終
点
だ
。
最
後
ま
で
声
を
か
け
た
人

は
い
な
い
。
あ
の
人
の
せ
な
か
が
、
ど
ん
ど
ん
遠

の
い
て
い
く
。
ダ
メ
だ
。
あ
や
ま
ら
な
け
れ
ば
…
。

で
も
声
が
出
な
か
っ
た
。 

 

わ
た
し
は
、
今
で
も
、
あ
の
日
の
こ
と
が
忘
れ

ら
れ
な
い
。
す
な
お
に
声
が
か
け
ら
れ
る
、
そ
ん

な
人
に
成
長
し
て
い
き
た
い
と
強
く
思
う
。 

豊かな言葉のつかい手～第 78回鈴木三重吉賞～ 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アンケートへのご協力ありがとうございました 

保護者の皆様には、ご多用の中、第２回「いじめ、体罰、セクシャルハラスメントアンケー

ト」にご協力をいただき、ありがとうございました。アンケート結果をもとに学級担任が事実

関係を確認し、話し合いや学級指導をしました。 

今回のアンケート結果からは、「言葉の意味をきちんと捉えたり相手の気持ちを考えたりせ

ず、軽い気持ちで傷つく言葉（悪口や陰口）を言ったり乱暴なことをしたりしている」ことが

分かりました。低学年では登下校や遊び中のトラブル、高学年では教師の目の届かないところ

でのトラブルも起こっています。 

学校では、望ましい行動に着目し、増やす取組を行うとともに、児童の合意形成を図るため

の話し合い活動やマイプラン学習を通して、相手に伝わるように話す力と友達の考えを聞く力、

人を認める発言や態度を習得させる指導をしていきます。また、「ＳＳＴと道徳科授業を組み合

わせた道徳教育プログラム」と関連付けて、道徳科や話し合い活動などにＳＳＴの要素を取り

入れ、良好な友達関係や教師との関係の構築を目指し、思いやりの気持ちを育む教育活動を行

っていきます。また、「はちの子の心得」の話し合いを通して、「どんな学級・学年を目指してい

くのか」を考え、繰り返し問い直すことで、「みんなで暮らしをつくる」とはどういうことなの

かを子どもたちと共に考えていきます。 

これからも、全教職員で共通認識を図り、今後も保護者の皆さんと連携を密にしながら、心

を育てる取組を進めていきたいと思います。ご家庭でも折にふれてお子さんと話し合ってみて

ください。ご協力をよろしくお願いします。 

「じまんの俳句」代表作品 

 今回は自由投句でした。クリスマスや寒い朝、こたつ、ストーブなどをテーマにした、冬な
らではの俳句が集まりました。 

真
夜
中
の 

お
さ
ん
ぽ
気
分 

六
時
半 

五
年 

代
表
児
童 

冬
は
暗
く
な
る
の
が
と
て
も
早
い
で
す
ね
。
そ
れ
を
、
う
ま
く
表
現
し
て
い
る
俳

句
で
す
。
ま
だ
六
時
半
な
の
に
、あ
た
り
は
真
夜
中
み
た
い
に
真
っ
暗
。そ
ん
な
風
に

感
じ
た
の
で
し
ょ
う
ね
。下
の
句
の
「
六
時
半
」
と
い
う
五
音
が
、と
て
も
具
体
的
で

効
果
的
に
響
い
て
い
る
作
品
で
す
。
ま
る
で
真
夜
中
に
お
散
歩
し
て
い
る
よ
う
に
、

ち
ょ
っ
と
ド
キ
ド
キ
し
て
い
る
○
○
さ
ん
の
気
持
ち
ま
で
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。 

こ
そ
こ
そ
と 

ア
イ
ス
う
ま
し
と 

も
う
一
つ 四

年 
代
表
児
童 

○
○
さ
ん
の
作
品
は
、
教
室
に
も
図
書
室
前
の
ポ
ス
ト
に
も
た
く
さ
ん
入
っ
て
い

て
、
そ
の
数
の
多
さ
に
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。常
に
、「
何
か
俳
句
に
な
り
そ
う
な
こ
と

は
？
」
と
考
え
て
い
る
の
で
し
ょ
う
ね
。
だ
か
ら
こ
そ
、
こ
ん
な
素
敵
な
俳
句
が
う
ま

れ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。夏
の
ア
イ
ス
も
お
い
し
い
で
す
が
、冬
の
寒
い
時
に
食
べ

る
ア
イ
ス
も
格
別
な
も
の
で
す
。
あ
ま
り
の
お
い
し
さ
に
、
つ
い
、ア
イ
ス
を
「
も
う
一

本
！
」
と
お
か
わ
り
を
し
て
い
る
、
し
か
も
、
誰
に
も
見
つ
か
ら
な
い
よ
う
に
こ
っ
そ
り

と
冷
凍
庫
か
ら
ア
イ
ス
を
引
っ
張
り
出
し
て
い
る
○
○
さ
ん
の
様
子
が
目
に
浮
か
ぶ

よ
う
で
、思
わ
ず
、
く
す
っ
と
笑
い
た
く
な
る
そ
ん
な
俳
句
で
す
。 

ぶ
ら
ん
こ
に 

か
ぜ
が
の
っ
て 

そ
ら
を
と
ぶ 

三
年 

代
表
児
童 

こ
の
俳
句
の
魅
力
は
、な
ん
と
い
っ
て
も
「
ぶ
ら
ん
こ
に
風
が
の
っ
て
」
と
い
う
表

現
で
す
。
「
風
に
な
っ
て
」
と
い
う
表
現
は
よ
く
聞
き
ま
す
が
、○
○
さ
ん
は
「
風

が
の
る
」
と
表
し
ま
し
た
。も
ち
ろ
ん
、ブ
ラ
ン
コ
に
乗
っ
て
い
る
の
は
○
○
さ
ん

で
す
が
、一
緒
に
風
も
乗
っ
て
、高
く
高
く
空
を
飛
ぶ
か
の
よ
う
に
こ
い
で
い
る
の

で
し
ょ
う
。そ
の
光
景
が
、
あ
り
あ
り
と
目
に
浮
か
ぶ
の
と
同
時
に
、頬
を
冷
た
く

刺
す
冬
の
風
も
感
じ
ら
れ
る
素
敵
な
俳
句
で
す
。 


